
                                   全 1 枚のうち 1 枚目 

 

令和８年度 第１回 京都大学大学院人間・環境学研究科 修士課程入学試験問題 

専門試験 

科目名：081.文化人類学 

（注意）複数の設問がある場合、解答は、設問（ローマ数字のⅠ、Ⅱ……）ごとに別の解答用紙を用いること。

ただし、設問の中で解答用紙に関して別途指定がある場合は、それに従うこと。 

 

つぎのⅠ．Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ. の４つの問題について、それぞれの設問にしたがって日本語で解答しなさい。 

 

Ⅰ．つぎの設問の中から１問を選び、1000字程度で答えなさい。選択した番号を明記すること。 

 

１． 複婚家族について、文化人類学の視点から説明しなさい。 

２． 戦略的本質主義について、説明しなさい。 

３．ドメスティケーションについて、文化人類学の視点から説明しなさい。 

 

 

Ⅱ．つぎの設問の中から１問を選び、1000字程度で答えなさい。選択した番号を明記すること。 

 

１． オートエスノグラフィとはなにか、その課題を含めて論じなさい。 

２． 食のタブーとはなにか、具体例をあげて文化人類学の視点から説明しなさい。 

３． 賭け事について、文化人類学の視点から論じなさい。 

 

 

Ⅲ．下記の英文を和訳しなさい。 

 

What is Anthropology? (Thomas Hylland Eriksen 2004) 

 

 

Ⅳ． 以下の研究領域を１つ選択し、それに関係する文化人類学の著作をあげて、1000字程度で論評し

なさい。著作は、複数あげても構わない。選択した番号を明記すること。 

 

１）環境  ２）紛争  ３）ジェンダー／セクシュアリティ  ４）芸術  ５）科学  

６）コミュニケーション                            




